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国重要文化財 船屋形
ふ な や か た

 

 

 

船屋形は、江戸時代に姫路藩主が、河川での

遊覧用に使っていた川御座船
か わ ご ざ ぶ ね

の居室にあたる

屋形部分です。 

江戸時代、西国諸大名は参勤
さんきん

交代
こうたい

のため競

って御座船を造りましたが、現存するものは、こ

の船屋形と多度津藩
た ど つ は ん

の香川県指定有形文化財

「船屋形茶室」(西光寺)、熊本藩の国重要文化

財「細川家舟屋形
ほそかわけふなやかた

」(熊本博物館)の３例しかなく、

川御座船としては船屋形のみです。 

内部は１階、２階とも３室に分かれています。床が一段高くなっている２階中央の部屋が最

も重要な藩主用の「上段
じょうだん

の間
ま

」で、その前方(池側)は船の指揮者が座る「床几
しょうぎ

の間
ま

」、反対側

が従者のはべる「次
つぎ

の間
ま

」です。 

川御座船であった当時の１階部分は、現在植えてある生垣の上までしかなく、この高さにあ

る横材が船体と屋形とを分ける船框
ふながまち

です。 

塗装は内外すべて漆塗
うるしぬり

で、木肌の見える春慶塗
しゅんけいぬり

と重厚な黒漆塗
くろうるしぬり

に塗りわけられています。

加えて、長押
な げ し

や垂木
た る き

の先端などに金箔
きんぱく

を施した錺
かざり

金具
か な ぐ

を打ち、戸は棧
さん

の間に金箔を押した

舞良戸
ま い ら ど

とするなど、その華麗な造りからは、大名の豪奢
ごうしゃ

で風流な暮らしぶりがうかがえます。 

船屋形の建築年代をはっきり示す史料は残されていません。しかし、錺金具の家紋の痕跡

から、本多
ほ ん だ

忠国
ただくに

が姫路藩に入封した天和
て ん な

２年（1682）から宝
ほう

永
えい

元年（1704）の間と推定され

ます。 

江戸時代が終わると、明治元年(1868)に、飾磨港
し か ま こ う

(姫路市)付近に置かれていたものが、

高砂
たかさご

市の私邸内に移築され、船框から下を継ぎ足して茶室として使われていました。この時

の残存部分は、「おもて（船首側）」からの２室分のみで、屋根を桟瓦
さんがわら

で葺いているなど、御座

船の屋形としての面影はほとんどない状態でした。 

その後、昭和１６年(１９４１)に、神戸市垂水区の私邸の敷地内に再び移築されました。この

際には、失われた「次の間」を加え、上下３室構成とし、間仕切りを復旧し、屋根を桧皮葺に改

めるなど、各所にわたり復原修理が行われました。 

昭和５３年(1978)に前所有者より寄贈を受けた神戸市が、昭和５５年に現在の相楽園内

に移築・修理し、現在に至ります。  

重要文化財     昭和２８年８月２９日 指定 

旧重要美術品   昭和１２年５月２７日  認定 

木造１重２階建    切妻造
きりづまづくり

段違
だんちがい

  

桧皮葺
ひ わ だ ぶ き

  桁行
けたゆき

五間  梁間
は り ま

一間 
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平面図 年代別の構成部材

舞子時代の船屋形 

高砂時代の船屋形 
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錺金具の家紋の変遷(推定) 

剣方喰（けんかたばみ） 

本多家 家紋 松平家 家紋 

酒井家 家紋 榊原家 家紋 

五七の桐 
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長押の錺金具 

舞良戸
ま い ら ど

 

内部（上段の間） 

想定復元模型 
階段の錺金具 

舞良戸
ま い ら ど

と勾欄
こうらん

 

妻飾
つまかざり

 垂木の錺金具 


